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Ⅰ．心身の健全な発育に資する事業（寄付行為第４条１号） 
委員在籍数 委員会開催回数 延出席数 

９名   11 回  78 名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 【開催プログラム】 

開催日 プログラム名 テーマ 講師・ファシリテーター名 回数 人数 

5/13 
6/23 
8/4 

9/15 
10/20 
11/17 
1/12 
2/16 

たまり場 みんなでしゃべろう！語ろう！1 
エイズ！無関係と思っていませんか 
世界YWCA総会報告～HIV/AIDS～ 
みんなでしゃべろう！語ろう！２ 
『慰安婦』を考える 
日韓の若者が考えた移住女性 
日本で暮らす難民ってどんな人？ 
みんなでしゃべろう！語ろう！３ 

滝栄一 
石川佳子 
新倉春美他 
桜井温子 
佐藤友映 
可児朋子他 
希代翔他 
瀬尾さとみ 

８ 10 
11 
10 
20 
19 
23 
17 
 

5/19 
6/12 
9/15 

ワンコインお稽古 ﾚｯﾄﾞﾘﾎﾞﾝﾋﾞｰｽﾞｱｸｾお稽古 
ふろしきお稽古 
布ぞうりお稽古 

新倉春美 
三宅ゆかり 
三宅ゆかり 

 
 3 

延 
23 
 

5/30～ Body & Mind 心とからだをほぐすワークショップ 松井洋子  5 69  

12/16 子どもプログラム 
クリスマスでつくりマス 

子どもたちが自由なケーキ作りを体験する。 浅田明日香  １ 15 

1/26 人生リセット大作戦 次のｽﾃｯﾌﾟが踏出せない若者 高木佐知子  １ 11  

2/10 藤井あけみさん事前学習会 ﾁｬｲﾙﾄﾞ･ﾗｲﾌ･ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄについて   1 11 

 

07 年度の青少年部委員会では、若者や子どものための様々なプログラ

ムを企画・実施した。 
まず、たまり場プログラムは、多文化共生サークル smile と共催し、

社会の様々な課題について若者同士で学びあう機会を提供することがで

きた。参加者同士でテーマを決めて話し合う回を 3 回、あらかじめテー

マ設定した回を 5 回開催し、後者では HIV/AIDS、難民などをテーマと

した。テーマに絡めて、その分野の活動家や、世界 Y・日本 Y のプログ

ラム参加者から報告を聞く機会も設けた。どの回でも、参加者が自分に

できることを考えようとする姿が印象的だった。 
子どもプログラムでは、小学生を対象にクリスマスケーキづくりを実

施した。学校や塾などで管理されてしまいがちな子どもたちだが、自由

な想像力で創作活動に取り組み、他者とのコミュニケーションをはかり、

普段はできない体験をしてくれたようである。今後はプログラムの企

画・運営を担うリーダー養成を企画している。 
次のステップが踏み出せない若者のためのプログラムでは若者が夢や

自信を持ちにくくなっている今の社会の中で、話し合うことによって共

通して抱える問題を見つけ、エンパワーしあう場を提供した。 
 このような活動によって、次世代を担う青少年のリーダーシップが発

揮されエンパワーメントが実現できた。      （新倉 春美） 

 
 

 
 

 

青 少 年 部 委 員 会 

今年度の活動方針：子どもプログラム、たまり場、子ども買春根絶への取り組みなどを通して、時代の平和を創造す

る若者たちと協働する。 

第 4 回たまり場（2007.9.15） 

 
子プロ クリスマスケーキづくり 


